
建
久
四
年
五
月
二
八
日
、
曽
我
十
郎
祐
成
・
五
郎
時
致
兄
弟
が
、
富
士

裾
野
で
宿
願
の
敵
工
藤
祐
経
を
討
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
『
吾
妻
鏡
』
に
記

録
と
し
て
記
さ
れ
る
他
、
『
曽
我
物
語
』
と
し
て
物
語
化
さ
れ
た
。

こ
の
物
語
は
、
ま
ず
真
名
本
十
巻
と
し
て
成
立
し
、
仮
名
本
十
巻
に
な

り
、
記
事
の
増
幅
、
種
々
の
挿
話
・
後
日
諏
を
加
え
、
流
布
本
十
二
巻
に

到
る
。
こ
の
物
語
殊
に
仮
名
本
系
本
文
ー
~
は
、
い
わ
ゆ
る
「
曽
我

物
」
の
諸
文
芸
の
根
元
と
し
て
後
代
へ
の
影
響
は
大
き
い
。
ま
た
同
時
に
、

物
語
自
体
も
、
近
世
以
降
、
多
種
の
版
本
、
い
わ
ゆ
る
流
布
本
と
し
て
出

版
さ
れ
た
。

近
世
l

特
に
寛
永
・
正
保
・
慶
安
・
承
応
年
間
ー
ー
_
に
は
、
印
刷
技

術
の
発
達
と
と
も
に
、
絵
入
版
本
が
数
多
く
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
軍
記
物
に
限
っ
て
も
、
『
保
元
物
語
』
『
平
治
物
語
』
『
平
家
物
語
』

(
2
)
 

『
義
経
記
』
な
ど
に
も
絵
入
版
本
が
見
ら
れ
る
。
流
布
本
『
曽
我
物
語
』

の
版
本
の
諸
本
に
は
、
慶
長
一

0
年
（
一
六

0
五
）
頃
刊
と
さ
れ
る
十
行

古
活
字
版
か
ら
、
寛
延
三
年
（
一
七
五

0
)
刊
本
に
到
る
ま
で
、
古
活
字

版
―
一
種
、
整
版
九
種
が
あ
り
、
そ
の
中
、
最
初
に
挿
絵
を
入
れ
た
十
二

は
じ
め
に

絵
入
版
本

↓
永
頃
無
刊
記
整
版
と
寛
文
三
年
刊
本
の
挿
絵
の
検
討
I

『
曽
我
物
語
』

II 
行
一
枚
絵
入
古
活
字
版
か
ら
、
現
在
最
終
の
版
と
さ
れ
る
寛
延
三
年
刊
本

(
3
)
 

ま
で
‘
―
一
種
の
絵
入
版
本
が
伝
在
す
る
。

本
稿
で
は
、
多
く
の
丹
緑
絵
を
有
す
る
寛
永
頃
無
刊
記
整
版
と
、
絵
入

版
本
『
曽
我
物
語
』
諸
本
の
変
遷
の
中
で
大
き
な
変
化
を
遂
げ
、
後
の
版

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
寛
文
三
年
刊
本
と
の
二
本
を
取
り
あ
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
挿
絵
に
つ
い
て
比
較
・
検
討
し
、
そ
の
変
容
を
跡
付
け
、
併

せ
て
挿
絵
に
よ
る
物
語
の
改
作
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

絵
入
版
本
『
曽
我
物
語
』
の
諸
版
の
中
で
稿
者
の
管
見
に
入
っ
た
各
版

(
4
)
 

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
[
]
内
に
絵
の
数
を
記
す
。

I

十
二
行
組
合
せ
絵
入
古
活
字
版

[110
一
図
]

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
赤
木
文
庫
旧
蔵
本
）

―
二
冊
（
落
丁
あ
り
）
元
和
寛
永
頃
の
刊
行

寛

氷

頃

無

刊

記

整

版

[

-

九

三

図

]

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
―
二
冊
（
完
本
）

寛
氷
頃
か
ら
正
保
三
（
一
六
四
六
）
年
以
前
の
刊
行

正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
刊
有
挿
絵
版
[
-
九
一
図
]

に
つ
い
て

小

井

土

守

敏
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IV III 

[
―
二
五
図
]

国
会
図
書
館
蔵
本
合
六
冊
（
完
本
）

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
刊
本

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
―
二
冊
（
完
本
）

寛

文

十

一

年

（

一

六

七

一

）

刊

本

[

-

―

九

図

]

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
蔵
本
―
二
冊
（
完
本
）

貞

享

四

年

（

一

六

八

七

）

松

会

版

[

九

O
図
]

昭
和
学
院
短
期
大
学
図
書
館
蔵
本
―
二
冊
（
完
本
）

貞

享

四

年

（

一

六

八

七

）

須

原

平

助

版

[

九

O
図
]

宇
部
市
立
図
書
館
蔵
本
（
新
井
文
庫
本
）
―
二
冊
（
完
本
）

元
禄
十
四
年
（
一
七

0
1
)
刊

本

[

七

四

図

]

蓬
左
文
庫
蔵
本
合
四
冊
（
完
本
）

寛
延
三
年
（
一
七
五

0
)
刊

本

[

五

三

図

]

中
京
大
学
蔵
本
―
二
冊
（
完
本
）

ー
は
、
『
曽
我
物
語
』
の
絵
入
版
本
と
し
て
は
初
期
の
も
の
で
、
挿
絵
は
、

(
5
)
 

墨
刷
単
色
、
組
合
せ
絵
で
あ
る
。
ほ
ぼ
全
段
に
わ
た
り
挿
絵
が
入
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
章
段
と
章
段
の
間
に
配
さ
れ
、
章
段
の
本
文
が
終
わ
っ
た

後
は
、
空
白
行
と
な
り
、
丁
が
改
ま
る
。
そ
の
た
め
、
挿
絵
と
本
文
と
の

(
6
)
 

関
係
は
極
め
て
密
接
で
あ
る
。
描
線
は
、
寛
永
風
。
挿
絵
の
絵
師
は
不
明

で
あ
る
。
本
文
と
絵
は
別
の
丁
に
刷
ら
れ
る
。
同
一
丁
に
本
文
と
絵
を
入

れ
る
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
見
開
き
一
面
の
挿
絵
は
な
い
。

II
は
、
彩
色
絵
を
有
す
る
丹
緑
本
で
あ
る
。
正
保
三
年
版
は
、
寛
永
頃

無
刊
記
整
版
の
覆
刻
で
あ
る
。
村
上
学
氏
は
、

（
正
保
三
年
版
の
）
絵
は
天
地
の
寸
法
を
合
せ
る
た
め
に
画
き
足
す
。

寛
永
無
刊
記
版
は
本
文
の
版
心
の
左
右
に
界
線
を
有
せ
ず
、
絵
の
版

心
は
非
常
に
広
い
が
、
正
保
三
年
版
は
左
右
で
界
線
が
あ
り
、
版
心

も
普
通
の
幅
（
約
一
糎
）
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

(
7
)
 

と
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ぽ
全
章
段
に
わ
た
り
挿
絵
が
入
り
、
挿
絵
と
本
文
の

関
係
は
密
接
で
あ
る
。
挿
絵
と
な
る
場
面
・
挿
絵
の
構
図
は
、
ー
の
諸
本

と
ほ
ぼ
重
な
る
。
描
線
は
寛
永
風
。
挿
絵
の
絵
師
は
不
明
で
あ
る
。
本
文

と
絵
は
別
の
丁
に
刷
ら
れ
る
。
同
一
丁
に
本
文
と
絵
を
入
れ
る
こ
と
は
な

く
、
見
開
き
一
面
の
挿
絵
は
な
い
。

111
は
、
墨
刷
単
色
の
絵
を
有
す
る
も
の
で
、
丹
緑
本
（
手
彩
色
本
）
に

対
し
て
廉
価
版
・
頒
布
版
で
あ
る
。
寛
文
十
一
年
以
降
の
諸
版
の
絵
は
、

寛
文
三
年
版
の
模
倣
あ
る
い
は
覆
刻
で
あ
る
。
村
上
学
氏
は
、

（
寛
文
十
一
年
版
の
）
版
面
は
、
本
文
は
寛
文
三
年
刊
本
を
模
し
、

二
行
ず
つ
詰
め
て
あ
る
。
絵
も
寛
文
三
年
刊
本
の
模
倣
で
あ
る
。
こ

の
版
は
、
計
七
本
見
た
が
、
版
元
の
名
の
記
さ
れ
た
も
の
は
な
か
っ

た
。
再
刷
、
後
刷
が
多
く
、
そ
れ
に
は
「
開
板
」
の
文
字
が
な
い
。

幕
末
ま
で
刷
を
重
ね
た
よ
う
で
あ
る
。

と
さ
れ
て
い
る
、
。
ま
た
、
元
禄
十
四
年
版
の
絵
は
、
寛
文
十
一
年
版
の
求

版
後
刷
で
あ
る
。
こ
こ
に
分
類
し
た
諸
本
は
、
年
代
が
下
る
と
と
も
に
、

絵
数
が
減
少
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
該
当
本
文
と
絵
と
の
間
隔
が
(
9
)
 

大
き
く
な
り
、
結
果
的
に
本
文
と
の
関
連
が
希
薄
に
な
る
。
絵
は
師
宣
風
、

挿
絵
の
絵
師
は
不
明
で
あ
る
。
本
文
の
丁
と
挿
絵
の
丁
と
い
う
挿
絵
の
入

り
方
と
と
も
に
、
「
丁
オ
モ
テ
が
本
文
、
丁
ウ
ラ
が
挿
絵
」
「
丁
オ
モ
テ
が

挿
絵
、
丁
ウ
ラ
が
本
文
」
と
い
う
組
合
せ
に
よ
っ
て
、
見
開
き
一
面
の
挿

絵
が
あ
る
。

IV
は
、
墨
刷
単
色
の
絵
を
有
す
る
も
の
で
、

111
に
分
類
し
た
諸
版
の
絵

を
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
構
図
や
細
部
に
改
変
が
行
わ
れ
て

い
る
。
多
く
の
絵
を
省
略
し
て
お
り
、
当
版
に
お
い
て
新
た
に
加
え
ら
れ

- 2 -― 



寛
氷
頃
無
刊
記
整
版
に
は
、
前
述
の
通
り
ほ
ぼ
全
章
段
に
わ
た
り
挿
絵

が
入
り
、
絵
に
描
か
れ
る
事
柄
を
記
す
本
文
と
挿
絵
は
位
置
的
に
近
接
し
、

両
者
は
密
接
な
関
係
を
保
っ
て
い
る
。
本
文
と
近
接
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

稚
拙
な
絵
で
あ
っ
て
も
挿
絵
が
表
す
場
面
が
把
握
で
き
る
よ
う
な
場
合
も

あ
る
。寛
氷
頃
無
刊
記
整
版
の
挿
絵
は
、
二
な
い
し
三
図
で
一
章
段
を
表
現
す

る
。
資
料
A
は
、
巻
五
「
浅
間
の
御
狩
の
事
」
の
章
段
の
挿
絵
で
あ
る
。

頼
朝
の
一
行
が
狩
場
へ
赴
く
場
面
を
描
い
た
も
の
で
、
「
3
オ
」
で
一
行
の

一
部
を
描
き
、
頁
を
繰
る
と
、
「
3
ウ
」
で
頼
朝
が
描
か
れ
る
と
い
う
具
合

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
っ
の
章
段
を
複
数
の
絵
で
表
現
し
て
い
る
絵

柄
は
、
本
文
の
流
れ
に
従
っ
て
話
の
展
開
に
沿
い
つ
つ
物
語
を
説
明
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
挿
絵
を
追
い
な
が
ら
物
語
を
読
み
進
め
て
い
け
る

の
で
あ
る
。
但
し
一
章
段
に
複
数
の
挿
絵
が
入
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
本
文
は
本
文
、
絵
は
絵
の
丁
で
刷
ら
れ
て
い
る
た
め
、
必
然
的
に
丁

の
オ
モ
テ
と
ウ
ラ
と
で
二
図
と
な
る
と
い
う
、
版
本
作
成
上
の
制
約
を
考

慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
。

こ
れ
に
比
較
し
て
、
寛
文
三
年
刊
本
は
、
絵
数
を
減
じ
、
話
の
内
容
を

記
す
本
文
と
絵
と
は
、
位
置
的
に
隔
た
り
を
生
じ
て
い
る
。
又
、
複
数
の

絵
に
よ
っ
て
―
つ
の
章
段
を
表
現
す
る
と
い
う
例
は
著
し
く
減
少
す
る
。

こ
の
版
は
、
物
語
の
あ
る
場
面
を
断
片
的
に
挿
絵
に
表
現
す
る
。
挿
絵
を

追
い
な
が
ら
物
語
内
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
「
丁
オ
モ
テ

が
本
文
・
丁
ウ
ラ
が
絵
」
と
い
う
一
枚
と
、
「
丁
オ
モ
テ
が
絵
・
丁
ウ
ラ
が

た
挿
絵
は
な
い
。

本
文
」
と
い
う
一
枚
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
版

下
作
成
の
段
階
か
ら
「
絵
入
版
本
」
の
作
成
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

の
だ
が
見
開
き
一
面
の
挿
絵
が
可
能
と
な
る
。
資
料
B
は
、
資
料
A

と
同
じ
章
段
の
挿
絵
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
き
な
構

図
に
、
よ
り
多
く
の
、
本
文
に
書
か
れ
た
事
柄
を
描
く
よ
う
に
な
る
の
で

あ
る
。寛
永
頃
無
刊
記
整
版
で
は
二
つ
の
図
に
分
割
し
て
描
か
れ
て
い
た
頼
朝

の
一
行
の
挿
絵
を
、
寛
文
三
年
刊
本
は
、
空
を
飛
ぶ
鳥
か
ら
勢
子
が
連
れ

る
犬
ま
で
、
見
開
き
一
面
の
挿
絵
一
図
で
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
寛
永
頃
無
刊
記
整
版
と
寛
文
三
年
刊
本
の
挿
絵
は
、
挿
絵
の
入
り

方
に
よ
っ
て
、
絵
数
と
絵
柄
に
変
化
を
生
じ
た
と
言
え
る
。

巻
九
「
十
番
ぎ
り
の
事
」
の
、
兄
弟
が
人
々
を
斬
り
廻
る
場
面
を
、
寛

永
頃
無
刊
記
整
版
は
、
兄
弟
が
闇
の
中
を
斬
り
回
る
様
子
を
描
い
た
も
の
・

闇
の
中
で
味
方
同
士
で
斬
り
合
う
者
た
ち
の
様
子
を
描
い
た
も
の
•
松
明

を
持
ち
出
す
人
々
の
様
子
を
描
い
た
も
の
、
と
い
う
三
つ
の
挿
絵
で
表
現

し
て
い
る
。
本
文
の
記
述
に
沿
っ
て
、
挿
絵
は
展
開
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
こ
の
場
面
を
、
寛
文
三
年
刊
本
で
は
、
見
開
き
一
面
の
一
図

で
描
い
て
い
る
。
こ
の
絵
を
詳
細
に
見
て
み
る
と
、
右
側
に
描
か
れ
た
斬

り
廻
る
兄
弟
を
初
め
と
し
て
、
逃
げ
る
者
、
味
方
打
ち
す
る
者
、
投
げ
出

さ
れ
た
筵
火
ま
で
、
寛
永
頃
無
刊
記
整
版
が
三
つ
の
図
を
費
や
し
た
場
面

を
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
絵
か
ら
も
、
寛
文
三
年
刊
本

は
、
大
き
な
構
図
に
、
よ
り
多
く
の
本
文
に
記
さ
れ
た
記
事
を
描
く
よ
う

に
な
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
き
な
構
図
に
多
く
の
記
事
を
描
こ
う
と
す
る
寛
文
三
年
刊

本
の
姿
勢
は
、
と
き
に
本
文
に
記
さ
れ
た
状
況
を
誇
張
し
て
描
い
て
し
ま
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う
こ
と
に
も
な
る
。

巻
一
「
お
な
じ
く
相
撲
の
事
」
は
、
伊
豆
国
に
流
さ
れ
て
い
る
源
頼
朝

の
徒
然
を
慰
め
る
た
め
、
相
模
・
駿
河
・
伊
豆
の
武
家
た
ち
が
奥
野
で
狩

り
を
開
催
し
、
↑
そ
の
狩
り
場
で
の
余
興
に
人
々
は
相
撲
に
興
ず
る
こ
と
と

な
る
と
い
う
記
事
で
あ
る
が
、
寛
永
頃
無
刊
記
整
版
で
は
、
滝
口
三
郎
と

合
沢
弥
七
と
の
相
撲
の
様
子
を
初
め
と
し
、
人
々
が
相
撲
に
興
じ
る
様
子

を
描
い
た
挿
絵
の
後
、
河
津
三
郎
が
俣
野
五
郎
を
打
ち
負
か
す
様
子
を
描

い
て
い
る
。
本
文
の
記
述
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
を
、
寛
文

三
年
刊
本
は
、
河
津
が
俣
野
を
打
ち
負
か
す
様
を
見
開
き
一
面
の
一
図
で

描
い
て
い
る
。
相
撲
を
取
る
二
人
の
周
囲
に
は
ま
わ
し
姿
に
な
っ
た
男
が

四
人
配
置
さ
れ
、
複
数
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
示
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
見
物
す
る
頼
朝
及
び
御
家
人
た
ち
は
、
立
派
な
桟
敷
の
よ
う

な
所
に
座
を
占
め
て
い
る
。
本
文
の
記
述
に
、
大
庭
平
太
が
「
こ
れ
、
芝

居
の
座
敷
、
誰
を
上
下
と
さ
だ
む
べ
き
」
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
や
、
そ

こ
が
「
狩
り
場
」
で
あ
る
と
い
う
状
況
か
ら
、
村
上
学
氏
が
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
こ
の
桟
敷
の
よ
う
な
も
の
は
寛
文
三
年
刊
本
の
挿
絵
に
現
れ
た
誇

(10) 

張
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

寛
文
三
年
刊
本
に
お
い
て
、
寛
永
頃
無
刊
記
整
版
の
挿
絵
で
生
じ
て
い

た
本
文
と
の
不
整
合
を
差
し
替
え
又
は
訂
正
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

巻
一
「
惟
喬
．
惟
仁
位
あ
ら
そ
ひ
の
事
」
の
章
段
に
お
い
て
、
寛
永
頃

無
刊
記
整
版
で
は
相
撲
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
挿
絵
が
、
寛
文
三
年
刊

本
で
は
競
馬
の
挿
絵
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。
挿
絵
に
相
当
す
る
本
文

(11) 

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

す
で
に
競
馬
は
、
十
番
の
際
に
さ
だ
め
ら
れ
し
に
、
惟
喬
の
御
方
に
、

つ
づ
け
て
四
番
か
ち
た
ま
ひ
け
り
。
惟
仁
の
御
方
へ
心
を
よ
せ
た
て

ま
つ
る
人
々
は
、
汗
を
に
ぎ
り
、
心
を
く
だ
き
て
、
祈
念
せ
ら
れ
け

る
。
〈
中
略
〉
所
願
成
就
し
て
げ
り
と
、
御
心
の
べ
給
ふ
所
に
、
「
御

方
こ
そ
、
六
番
つ
ゞ
け
て
か
ち
た
ま
ひ
候
へ
」
と
、
御
つ
か
ひ
は
し

り
き
つ
れ
ば
、
喜
悦
の
眉
を
ひ
ら
き
、
い
そ
ぎ
壇
を
ぞ
を
り
ら
れ
け

る
。
あ
り
が
た
し
瑞
相
な
り
。
さ
れ
ば
、
惟
人
親
王
、
御
位
に
さ
だ

ま
り
、
東
宮
に
た
A

せ
た
ま
ひ
け
り
。

流
布
本
（
版
本
）
『
曽
我
物
語
』
の
本
文
に
は
、
惟
喬
と
惟
仁
が
競
馬
で
東

宮
の
位
を
争
っ
た
と
い
う
記
述
は
あ
る
が
、
相
撲
の
記
述
は
見
え
な
い
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
寛
文
三
年
刊
本
は
、
本
文
に
即
し
て
絵
を
差
し
替
え
た

の
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
場
面
に
相
撲
の
挿
絵
が
描
か
れ
た
の
か
。
真
名
本

(12) 

『
曽
我
物
語
』
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

以
朕
思
慮
選
授
レ
位
事
用
捨
似
レ
有
レ
私
、
人
臣
必
返
レ
唇
有
レ
謗
、

須
以
二
競
馬
藝
丘
竺
其
徳
運
＿
‘
付
二
相
撲
勝
負

5
E二
其
高
徳
＿
、
依
ニ

雄
士
＿
授
二
賓
詐
l

、
任
二
果
報
缶
？
輿
二
帝
位
＿
、
〈
中
略
〉
年
来
日
来

奉
レ
寄
レ
心
月
卿
雲
客
、
各
引
二
分
雨
方
一
、
把
レ
手
砕
レ
心
、
有
二
十
番

競
馬
＿
、
四
番
一
宮
御
方
勝
、
〈
中
略
〉
後
六
番
連
亦
二
宮
御
方
勝
、

其

後

相

撲

元

二

相

違

ニ

一

宮

御

方

勝

、

（

巻

第

一

）

競
馬
と
共
に
相
撲
で
帝
位
を
競
っ
た
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ

る
。
な
お
、
「
惟
喬
．
惟
仁
位
争
い
」
の
逸
話
は
『
平
家
物
語
』
巻
八
「
名

虎
」
に
見
ら
れ
、
そ
こ
に
も
競
馬
に
よ
る
勝
負
の
後
、
相
撲
も
行
わ
れ
た

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
寛
文
三
年
刊
『
曽
我
物
語
』
よ
り
も
早
く
版
行
さ

れ
た
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
の
刊
記
を
有
す
る
絵
入
『
平
家
物
語
』
の

挿
絵
は
、
相
撲
の
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
相
撲
の
件
が
広
く
知
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ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
「
惟
喬
・
惟
仁
位
争
い
」
の
逸
話
と
し
て
は
、

寛
氷
頃
無
刊
記
整
版
も
寛
文
三
年
刊
本
も
誤
り
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、

寛
文
三
年
刊
本
は
、
よ
り
流
布
本
『
曽
我
物
語
』
の
本
文
に
忠
実
な
絵
に

改
め
ら
れ
た
と
い
う
事
に
な
る
。

同
様
の
こ
と
が
、
巻
三
「
九
月
名
月
に
い
で
て
、
一
万
・
箱
王
、
父
の

事
な
げ
く
事
」
の
章
段
の
挿
絵
（
資
料
C
.
D
)
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

父
の
い
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
父
の
敵
を
討
つ
こ
と
を
改
め
て
決
意
し
た
幼

い
兄
弟
が
、
障
子
を
敵
に
見
立
て
て
傷
を
つ
け
る
場
面
で
あ
る
。
流
布
本

の
本
文
は
、

兄
が
き
A

て
、
う
ち
わ
ら
ひ
、
「
わ
殿
、
さ
や
う
に
い
ふ
共
、
て
な
れ

ず
し
て
は
、
い
か
ゞ
候
べ
き
。
見
よ
」
と
て
、
竹
の
小
弓
に
、
箆
は

薄
な
る
笹
矧
の
矢
さ
し
つ
が
ひ
、
兄
、
障
子
を
か
な
た
こ
な
た
に
射

と
お
し
、
「
い
つ
か
は
、
わ
れ
ら
十
五
・
十
三
に
也
、
父
の
敵
に
ゆ
き

あ
ひ
、
か
や
う
に
心
の
ま
A

に
射
と
を
さ
ん
」
。
箱
王
き
＞
て
、
「
さ

る
こ
と
に
て
は
候
へ
共
、
大
事
の
敵
、
弓
に
て
は
、
と
お
く
お
ぽ
え

た
る
に
、
か
や
う
に
首
を
き
ら
ん
」
と
て
、
障
子
の
紙
を
ひ
き
き
り
、

た
か
/
＼
と
さ
し
あ
げ
、
側
な
る
木
太
刀
を
と
り
な
を
し
二
つ
三
つ

に
う
ち
き
り
て
、
す
て
て
た
ち
た
る
眼
ざ
し
、
人
に
か
は
り
て
ぞ
見

え
た
り
け
る
。

で
あ
り
、
兄
一
万
は
竹
の
小
弓
を
、
弟
箱
王
は
木
太
刀
を
持
つ
と
し
て
い

る
。
し
か
る
に
、
寛
永
頃
無
刊
記
整
版
で
は
二
人
と
も
小
弓
に
矢
を
つ
が

え
障
子
に
向
か
う
絵
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
面
を
、
真
名
本
の
本
文
は
、

夜
明
、
日
暮
、
竹
小
弓
薄
作
矢
一
取
副
、
出
レ
侍
遊
、
有
二
明
障
子
ニ
―

人
立
向
、
射
―
i

通
咬
方
此
方
一
、
兄
一
萬
合
―
i

弟
宮
王
＿
、
哀
我
等
何
成

長
、
成
ー
ー
和
殿
十
三
、
我
十
五
l

、
有
―
i

何
野
末
山
奥
一
、
親
敵
助
経
如

四

レ
是
差
合
射
執
、
後
成
左
右
一
、
那
殿
云
、
和
殿
弓
吉
射
習
、
我
射
習
、

弓
矢
道
有
二
男
一
能
＿
云
、
弟
筈
王
打
低
樋
領
状
、
（
巻
第
四
）

と
す
る
。
兄
弟
二
人
と
も
竹
の
小
弓
を
携
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
や
は
り
、

寛
永
頃
無
刊
記
整
版
が
真
名
本
の
ご
と
き
話
を
絵
に
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
寛
文
三
年
刊
本
は
、
よ
り
流
布
本
『
曽
我
物
語
』
の
本
文
に
忠
実
な

絵
を
入
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
巻
五
「
三
原
野
の
御
狩
の
事
」
に
入
れ
ら
れ
た
挿
絵
で
は
、
寛

永
頃
無
刊
記
整
版
は
屋
内
で
歌
会
が
開
か
れ
て
い
る
様
子
を
描
き
、
寛
文

三
年
刊
本
は
雨
天
の
屋
外
で
馬
上
の
頼
朝
に
歌
を
詠
進
す
る
様
を
描
い
て

い
る
。
こ
の
場
面
は
、
狩
り
場
で
雨
に
降
ら
れ
た
頼
朝
が
、
梶
原
景
季
に

歌
を
詠
ま
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
そ
の
日
の
午
の
刻
に
、
ま
た
空
に
は
か

に
く
も
り
、
神
な
り
て
、
雨
や
う
（
こ
ぼ
れ
、
笠
を
う
る
ほ
す
」
と
い

う
記
述
か
ら
も
、
寛
文
三
年
刊
本
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
、
雨
天
の
屋
外
と

い
う
状
況
の
方
が
、
本
文
に
即
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場

面
で
は
、
真
名
本
で
も
屋
内
で
歌
会
が
催
さ
れ
た
と
い
う
記
述
は
見
ら
れ

な
い
。『

舞
の
本
』
「
夜
討
ち
曽
我
」
で
兄
十
郎
が
屋
形
巡
り
を
す
る
場
面
の
挿

絵
に
描
か
れ
た
家
々
の
幕
の
紋
と
、
絵
入
版
本
『
曽
我
物
語
』
の
同
じ
場

面
に
描
か
れ
た
幕
の
紋
と
の
類
似
か
ら
、
両
者
に
直
接
交
渉
が
あ
っ
た
こ

(13)

（

14) 

と
は
先
覚
に
も
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
十
番
切
り
」
の
挿
絵
を
取

り
あ
げ
、
絵
入
版
本
『
曽
我
物
語
』
の
挿
絵
と
比
較
し
て
み
る
。

『
舞
の
本
』
「
十
番
切
り
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
都
合
一

0
の
図
版
が

挿
入
さ
れ
て
い
る
。
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敵
討
ち
を
遂
げ
た
兄
弟
、
松
明
の
明
か
り
に
互
い
の
顔

を
見
合
わ
せ
る
。

五
郎
、
祐
経
に
と
ど
め
を
さ
す
。

降
り
し
き
る
雨
の
中
、
兄
弟
、
陣
中
の
人
々
を
斬
る
。

人
々
、
松
明
を
持
ち
出
す
。

騒
動
を
聞
き
、
武
装
し
て
出
よ
う
と
す
る
頼
朝
を
、
一

法
師
丸
が
袖
を
押
さ
え
て
留
め
る
。

縛
に
つ
い
た
五
郎
、
頼
朝
の
尋
問
に
悪
び
れ
も
せ
ず
答

え
る
。

五
郎
、
兄
の
首
を
一
目
見
て
肩
を
落
と
す
。

浜
に
据
え
ら
れ
た
五
郎
、
見
物
の
人
々
に
浄
土
の
三
部

経
を
説
き
聞
か
せ
る
。

[
第
九
図
]
五
郎
の
背
後
に
、
太
刀
取
り
が
立
つ
。

[第
1
0

図
]
富
士
の
裾
野
に
兄
弟
が
祭
ら
れ
、
人
が
参
拝
す
る
。

『
舞
の
本
』
「
十
番
切
り
」
は
、
流
布
本
『
曽
我
物
語
』
の
巻
九
「
祐
経
に

と
ゞ
め
を
さ
す
事
」
「
十
番
ぎ
り
の
事
」
「
十
郎
が
討
死
の
事
」
「
五
郎
め
し

と
ら
る
A

事
」
、
巻
十
「
五
郎
御
前
へ
め
し
い
だ
さ
れ
き
こ
し
め
し
と
は
る
A

事
」
「
犬
房
が
事
」
「
五
郎
が
き
ら
る
A

事
」
、
巻
十
一
「
兄
弟
神
に
い
は
A

る
：
事
」
の
本
文
を
部
分
的
に
切
り
取
り
、
記
事
の
順
序
を
多
少
入
れ
替

え
、
一
部
増
補
、
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
流
布
本
『
曽
我
物
語
』
の
こ

れ
ら
の
章
段
に
は
、
寛
永
頃
無
刊
記
整
版
で
一
六
図
、
寛
文
三
年
刊
本
で

九
図
の
挿
絵
が
入
っ
て
い
る
。
則
ち
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
寛
無

は
寛
永
頃
無
刊
記
整
版
を
、
寛
三
は
寛
文
三
年
刊
本
を
示
す
。

①
[
寛
無
]
五
郎
、
祐
経
に
と
ど
め
を
さ
す
。

②

[

寛

無

]

兄

弟

、

名

乗

り

を

上

げ

る

。

[
第
七
図
]

[
第
八
図
]

[
第
六
図
]

[
第
二
図
]

[
第
三
図
]

[
第
四
図
]

[
第
五
図
]

[
第
一
図
]

④
[
寛
無
]

⑤
[
寛
無
]

⑥
[
寛
無
・
寛
三
]

⑦
[
寛
無
]

⑧
[
寛
無
・
寛
三
]

⑨
[
寛
無
・
寛
三
]

⑩
[
寛
無
・
寛
三
]

⑪
[
寛
無
]

⑫
[
寛
無
・
寛
三
]

⑬
[
寛
無
・
寛
三
]

⑭
[
寛
無
]

⑮
[
寛
無
・
寛
三
]

⑯
[
寛
無
・
寛
三
]

兄
弟
、
人
々
を
斬
り
回
る
。
（
寛
三
の
挿
絵
は
、

前
述
（
第
二
節
）
の
通
り
。
）

兄
弟
、
人
々
を
斬
り
回
る
。

人
々
が
松
明
を
持
ち
出
す
。

十
郎
、
足
を
斬
ら
れ
、
自
害
し
よ
う
と
す
る
。

五
郎
、
兄
の
亡
骸
を
抱
く
。

五
郎
、
堀
藤
次
を
追
う
。

五
郎
、
五
郎
丸
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
る
。

騒
動
を
聞
き
、
武
装
し
て
出
よ
う
と
す
る
頼
朝

を
、
一
法
師
丸
が
袖
を
押
さ
え
て
留
め
る
。

縛
に
つ
い
た
五
郎
、
頼
朝
の
尋
問
に
悪
び
れ
も

せ
ず
答
え
る
。

五
郎
、
兄
の
首
を
一
目
見
て
肩
を
落
と
す
。

犬
房
、
五
郎
を
打
つ
。

頼
朝
、
五
郎
に
安
堵
状
を
下
す
。

五
郎
、
斬
ら
れ
る
。

富
士
の
裾
野
に
兄
弟
が
祭
ら
れ
、
人
が
参
拝
す

る。

「
十
番
切
り
」
で
増
補
さ
れ
た
記
事
と
い
う
の
は
、
捕
ら
え
ら
れ
浜
に

据
え
ら
れ
た
五
郎
が
、
斬
首
の
前
に
、
見
物
の
人
々
に
浄
土
の
三
部
経
を

説
き
聞
か
せ
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
こ
の
場
面
に
対
応
す
る
[
第
八
図
]

が
絵
入
版
本
『
曽
我
物
語
』
に
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
除
外
す
る

に
し
て
も
、
祐
経
に
と
ど
め
を
剌
す
前
の
兄
弟
を
描
く
(
[
第
一
図
]
)
か
、

後
の
兄
弟
を
描
<
(
②
)
か
の
相
違
以
外
、
「
十
番
切
り
」
の
八
つ
の
図
は
、

す
べ
て
寛
永
頃
無
刊
記
整
版
の
挿
絵
と
絵
画
化
さ
れ
た
場
面
や
構
図
に
つ

③
[
寛
無
・
寛
三
]

- 6 -



い
て
構
図
の
面
で
は
[
第
二
図
]
と
②
の
図
も
i

共
通
し
て
い
る
o

特
に
、
捕
ら
え
ら
れ
た
弟
五
郎
が
頼
朝
の
尋
問
に
悪
び
れ
も
せ
ず
答
え
る

場
面
を
描
く
図
(
[
第
六
図
了
⑪
）
や
、
兄
の
首
を
一
目
見
て
肩
を
落
と

す
五
郎
を
描
く
図
(
[
第
七
図
了
⑫
）
な
ど
、
酷
似
し
て
い
る
。
『
舞
の
本
』

(15) 

と
寛
永
頃
無
刊
記
整
版
と
の
先
後
の
関
係
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
両
者

に
交
渉
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

ま
た
、
五
郎
が
斬
ら
れ
る
⑮
の
図
と
、
兄
弟
が
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
る

⑯
の
図
は
、
流
布
本
『
曽
我
物
語
』
本
文
で
は
そ
れ
ぞ
れ
巻
十
の
半
ば
と

巻
十
一
末
尾
に
配
さ
れ
、
位
置
的
に
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
類
似
し
た
挿
絵
が
三
本
と
も
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

寛
文
三
年
刊
本
か
ら
加
え
ら
れ
た
挿
絵
に
も
、
『
舞
の
本
』
と
の
関
係
が

窺
え
る
も
の
が
あ
る
。
巻
二
冒
頭
の
「
大
見
・
八
幡
を
う
つ
事
」
と
い
う

章
段
の
挿
絵
で
あ
る
。
寛
永
頃
無
刊
記
整
版
で
は
、
こ
の
章
段
の
挿
絵
に
、

祐
親
が
大
見
・
八
幡
二
人
の
首
を
前
に
し
て
喜
ぶ
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

寛
文
三
年
刊
本
は
、
本
文
の
記
述
で
は
そ
れ
よ
り
も
少
し
前
に
当
た
る
、

大
見
・
八
幡
を
討
ち
取
る
合
戦
の
様
子
を
挿
絵
に
し
て
い
る
。
こ
こ
は
、

合
戦
の
場
面
を
持
た
な
い
『
曽
我
物
語
』
の
中
で
、
唯
一
、
甲
冑
を
身
に

(16) 

つ
け
た
合
戦
絵
で
あ
る
。
そ
の
構
図
は
、
『
舞
の
本
』
「
高
館
」
の
第
八
・

九
図
と
左
右
逆
の
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
押
し
寄
せ
る
敵
を
櫓
か
ら
矢
で

射
る
様
も
共
通
し
て
い
る
。
流
布
本
の
本
文
で
は
、
合
戦
の
様
を
詳
細
に

記
し
て
は
い
な
い
の
で
、
こ
の
絵
が
本
文
に
即
し
た
挿
絵
と
は
言
い
切
れ

な
い
。
寛
文
三
年
刊
本
は
、
先
行
す
る
版
に
存
在
し
な
か
っ
た
「
合
戦
絵
」

を
、
『
舞
の
本
』
の
構
図
を
流
用
し
て
新
た
に
挿
絵
と
し
て
加
え
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
『
曽
我
物
語
』
に
お
け
る
唯
一
の
「
合
戦
絵
」
で
あ
る
。
寛

文
三
年
刊
本
は
、
先
行
す
る
版
の
挿
絵
を
参
照
す
る
と
共
に
、
『
舞
の
本
』

五

を
も
見
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

ま
た
、
「
十
番
切
り
」
と
記
事
の
重
な
る
部
分
の
挿
絵
に
お
い
て
、
寛
永

頃
無
刊
記
整
版
で
描
か
れ
な
か
っ
た
雨
の
線
が
、
『
舞
の
本
』
と
寛
文
三
年

刊
本
に
は
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
可
能
性
を
見
出
せ
る
。
と

同
時
に
、
こ
の
雨
の
線
は
、
第
三
節
で
と
り
あ
げ
た
、
本
文
の
記
述
に
忠

実
な
挿
絵
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

寛
文
三
年
刊
本
に
は
、
唐
・
天
竺
の
い
わ
ゆ
る
異
国
の
説
話
に
関
す
る

絵
の
割
合
が
多
く
、
そ
の
絵
は
、
明
ら
か
に
異
国
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
例
え
ば
資
料
E
.
F
の
絵
で
あ
る
。
当
然
、
絵
の
中
に
は
『
曽
我
物

語
』
に
登
場
す
る
人
物
は
描
か
れ
な
い
。
絵
だ
け
を
見
る
と
、
物
語
に
は

全
く
関
係
が
な
い
の
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
挿
絵
の
原
図

の
特
定
ま
で
は
到
っ
て
い
な
い
。

い
わ
ゆ
る
「
軍
記
」
と
分
類
さ
れ
る
『
保
元
』
『
平
治
』
『
平
家
』
『
義
経

記
』
の
絵
入
版
本
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
に
異
国
の
説
話
が
在
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
異
国
の
様
を
描
く
挿
絵
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
異
国
の
様

を
描
く
挿
絵
の
多
さ
は
絵
入
版
本
『
曽
我
物
語
』
の
―
つ
の
特
徴
と
言
え

る。
寛
氷
頃
無
刊
記
整
版
と
寛
文
三
年
刊
本
に
お
い
て
、
絵
の
増
減
と
そ
の

種
類
に
つ
い
て
数
値
化
し
た
も
の
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

加

え

ら

れ

た

挿

絵

の

数

二

六

図

物
語
の
筋
に
関
係
す
る
挿
絵
の
数
―
二
図

(
4
6
.
2
%
）

挿
話
に
関
係
す
る
挿
絵
の
数

異
国
の
説
話
に
つ
い
て
の
挿
絵
の
数
―
―
図

(
4
2
.
3
%
）
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日
本
の
説
話
に
つ
い
て
の
挿
絵
の
数
三
図

(
1
1
.
5
%）

削

除

さ

れ

た

挿

絵

の

数

九

四

図

物
語
の
筋
に
関
係
す
る
挿
絵
の
数
七
六
図

(
8
0
.
9
%）

挿
話
に
関
係
す
る
挿
絵
の
数

異
国
の
説
話
に
つ
い
て
の
挿
絵
の
数
一
五
図

(
1
6
.
0
%）

日
本
の
説
話
に
つ
い
て
の
挿
絵
の
数
三
図

(
3
.
2
%）

寛
文
三
年
刊
本
か
ら
新
た
に
加
え
ら
れ
た
挿
絵
の
数
は
、
二
六
図
で
あ

り
、
そ
の
内
、
異
国
の
説
話
に
つ
い
て
の
挿
絵
が
四
割
強
の
一
―
図
に
も

の
ぽ
る
。
逆
に
削
除
さ
れ
た
挿
絵
の
数
は
、
全
部
で
九
四
図
で
あ
り
、
そ

の
中
に
占
め
る
異
国
の
説
話
に
つ
い
て
の
挿
絵
の
数
は
、
二
割
を
下
回
る

一
五
図
に
と
ど
ま
る
。
物
語
の
筋
に
関
係
す
る
挿
絵
の
数
は
、
加
え
ら
れ

た
絵
数
の
四
割
強
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
削
除
さ
れ
た
絵
数
の
八
割
が

物
語
の
筋
に
関
係
す
る
挿
絵
で
あ
り
、
結
果
的
に
物
語
に
関
係
す
る
挿
絵

の
数
は
大
き
く
減
少
し
た
。
こ
の
こ
と
に
比
較
す
る
と
、
異
国
の
説
話
に

つ
い
て
の
挿
絵
は
残
る
割
合
が
高
か
っ
た
と
言
え
る
。
全
体
の
絵
数
が
減

少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
異
国
の
説
話
に
つ
い
て
の
挿
絵
は
ほ
ぽ
横
這
い
の

数
値
で
推
移
し
た
の
で
あ
る
。

『
曽
我
物
語
』
は
、
本
文
流
伝
の
間
に
、
漢
籍
故
事
等
の
挿
話
の
著
し

(17) 

い
増
加
を
見
た
。
そ
の
こ
と
が
挿
絵
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
が
、
寛
文
三
年
刊
本
で
は
、
異
国
の
説
話
に
つ
い
て
は
先
行
す
る

版
の
絵
を
残
し
、
更
に
新
し
く
絵
を
入
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
異
国
の
説
話
に
関
す
る
挿
絵
を
多
く
有
す
る
寛
文(18) 

三
年
刊
本
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
寛
文
七
年
刊
『
三
国
物
語
』

な
ど
の
絵
入
説
話
集
の
よ
う
な
様
相
を
呈
す
る
。

以
上
、
寛
永
頃
無
刊
記
整
版
と
寛
文
三
年
刊
本
の
挿
絵
に
つ
い
て
、
比

較
・
検
討
を
試
み
て
き
た
本
稿
の
ま
と
め
を
し
て
お
く
。

寛
氷
頃
無
刊
記
整
版
の
挿
絵
は
、
絵
の
入
り
方
に
つ
い
て
の
制
約
も
あ

る
が
、
本
文
の
せ
ま
い
範
囲
を
、
多
く
の
挿
絵
に
よ
っ
て
物
語
の
進
行
に

沿
う
よ
う
に
紹
介
・
説
明
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

寛
文
三
年
刊
本
の
挿
絵
は
、
本
文
の
内
容
を
断
片
的
に
表
現
し
、
見
開

き
一
面
と
い
う
広
い
構
図
を
用
い
て
本
文
の
叙
述
を
よ
り
多
く
絵
に
取
り

込
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
物
語
の
進
行
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

異
国
の
説
話
に
い
か
に
挿
絵
を
つ
け
る
か
と
い
う
点
に
ま
で
注
意
が
払
わ

れ
て
い
る
。

『
曽
我
物
語
』
は
、
流
布
本
に
至
っ
て
本
文
の
流
伝
は
ほ
ぼ
終
了
し
た
。

他
の
多
く
の
作
品
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
版
本
の
出
現
に
よ
っ
て
本
文

は
固
定
し
た
。
次
い
で
「
挿
絵
」
が
入
れ
ら
れ
た
。

挿
絵
は
、
視
覚
化
さ
れ
た
像
に
よ
っ
て
、
享
受
者
の
読
み
方
を
あ
る
面

で
固
定
化
す
る
、
或
い
は
縛
る
も
の
で
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
曽
我
物

語
』
に
最
初
に
挿
絵
を
入
れ
た
人
物
は
、
そ
の
意
図
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、

挿
絵
に
よ
る
改
作
を
行
っ
た
と
言
え
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
挿
絵
を
差
し

替
え
、
訂
正
し
、
或
い
は
削
り
、
或
い
は
加
え
た
り
す
る
こ
と
は
、
部
分

的
改
作
で
あ
る
と
言
え
る
。

挿
絵
の
流
伝
を
見
て
み
る
と
、
『
曽
我
物
語
』
十
二
巻
本
と
し
て
の
本
文

が
固
定
し
た
後
の
更
な
る
改
作
の
方
法
と
し
て
、
敵
討
ち
を
中
核
に
据
え

て
多
く
の
挿
話
が
盛
り
込
ま
れ
た
物
語
と
で
も
言
え
る
『
曽
我
物
語
』
の

内
質
が
、
さ
ら
に
色
濃
く
出
て
き
た
と
い
う
事
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
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l 5主

現
存
す
る
真
名
本
・
妙
本
寺
本
と
、
仮
名
本
系
諸
本
の
直
接
の
関
係
は
希
薄
な
た
め
、

妙
本
寺
本
を
真
名
本
系
諸
本
の
一
本
と
考
え
、
仮
名
本
系
諸
本
は
、
真
名
本
系
別
本

に
基
づ
い
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

市
古
夏
生
氏
が
「
絵
入
本
の
時
代
ー
『
絵
入

S
』
の
流
行
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
教

材
の
研
究
」
、
平
成
八
年
三
月
、
学
燈
社
）
に
お
い
て
、
絵
入
本
の
普
及
し
た
時
期
の

問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

村
上
学
氏
が
「
曽
我
物
語
の
基
礎
的
研
究
』
（
昭
和
五
九
年
、
風
間
書
房
）
第
一
篇
書

誌
篇
第
二
章
版
本
(194_287
頁
）
に
お
い
て
調
査
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
刊
記
を
有
す
る
別
の
本
も
そ
れ
ぞ
れ
多
く
残
っ
て
お
り
、
同
じ
版
で
も
絵
の
数

に
多
少
の
変
化
が
あ
る
。
同
じ
版
の
中
で
、
絵
の
数
が
多
く
、
状
態
の
良
い
も
の
を
、

各
版
を
代
表
さ
せ
て
こ
こ
に
記
す
。

旧
蔵
者
横
山
重
氏
の
識
語
に
、

挿
絵
は
、
一
頁
の
図
版
に
二
個
又
は
三
（
四
）
個
の
刷
り
板
を
組
合
せ
て
あ
る
。

刊
行
者
は
、
絵
板
を
自
由
に
組
合
せ
て
幾
度
も
使
用
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た

ろ
う
。

と
あ
る
。
実
際
に
図
版
に
は
組
み
合
わ
せ
る
刷
り
板
の
隙
間
が
白
線
と
な
っ
て
残
っ

て
い
る
。
一
頁
で
多
い
と
こ
ろ
で
は
一

0
程
の
刷
り
板
を
組
み
合
わ
せ
た
跡
が
う
か

が
え
る
。

前
掲
書
（
注
3
)
の
中
で
の
氏
の
呼
称
に
倣
う
。

前
掲
書
（
注
3
)

前
掲
書
（
注
3
)

前
掲
書
（
注
3
)
の
中
で
の
氏
の
呼
称
に
倣
う
。

前
掲
書
（
注
3
)

流
布
本
の
本
文
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
「
曽
我
物
語
』
に
拠
る
。

真
名
本
の
本
文
は
、
角
川
源
義
氏
『
妙
本
寺
本
曽
我
物
語
』
（
角
川
書
店
、
昭
和
四
四

年
）
に
拠
る
。

前
掲
書
（
注
3
)

東
京
大
学
総
合
図
書
館
・
霞
亭
文
庫
蔵
整
版
『
舞
の
本
』
（
寛
永
整
版
）

麻
原
美
子
氏
は
、
『
舞
の
本
』
の
刊
行
期
を
慶
長
か
ら
寛
文
の
時
期
と
さ
れ
る
（
『
幸

若
舞
曲
考
』
新
典
社
、
昭
和
五
五
年
）
。

18 17 16 

こ
い
ど

前
掲
書
（
注
14)

日
本
古
典
文
学
大
系
『
曽
我
物
語
』
解
説
。
古
く
は
山
岸
徳
平
氏
が
「
仇
討
文
学
と

し
て
の
曽
我
物
語
」
（
「
日
本
文
学
聯
講
」
二
期
、
昭
和
二
年
八
月
）
に
お
い
て
『
宝

物
集
』
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

国
文
学
資
料
館
蔵
本
『
三
国
物
語
』
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
刊
。
三
国
の
説
話
を
、

我
朝
・
唐
・
天
竺
の
順
で
配
列
し
、
そ
の
単
位
を
繰
り
返
す
。
全
一
三
八
話
を
収
め
、

三
0
の
挿
絵
を
有
す
る
。
挿
絵
の
内
訳
は
、
我
朝
一
〇
図
、
唐
九
図
、
天
竺
―
―
図

で
あ
る
。
「
国
文
学
研
究
資
料
館
報
」
（
第
一
―
号
、
昭
和
五
三
年
九
月
）
に
お
い
て
、

徳
田
和
夫
氏
が
新
収
資
料
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

＾
付
言
〉
本
稿
は
、
平
成
八
年
筑
波
大
学
国
語
国
文
学
会
大
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し

た
も
の
を
再
考
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
後
、
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
・

ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り

御
収
蔵
書
や
マ
イ
ク
ロ
コ
ピ
ー
の
閲
覧
を
御
許
可
下
さ
っ
た
御
所
蔵
機
関
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

も
り
と
し
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程

文
芸
・
言
語
研
究
科
日
本
文
学
）

-11-




